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バラの組織培養における側芽の大きさと、植物生育調節剤がシュート形成

に及ぼす影撫、並びにオーキシンの種類と溺度が発根に及ぼす影響について

検討し、培養苗の育成法を開発する。

1１試験方法

ｌ供試品秘‘ソニア，、‘ミミローズ

２試験‘区の柵成

項目

（１）培地の籾類

(2)側芽の大きさ

(3)植物生育調節剤

の種類及び溌度

(4)置床時の生長点

とシュートの大きさ

(5)培養開始時期

シュート形成

修正１ｓ培地（１９８５）

2～３，，，４～７ｍｍ

ＢＡＯ、５ｐｐｍ

ＮＡＡ０．０．１．１．０ｐｐｍ

生長点：０．５mｍ

騒床１年９月２７日

継代１年１１月１８日

2年１月１０日

３培養条件２５℃、２．０００lux，１６時間照明

Ⅲ主要成果の概要

発根

ＭＳ培地

ＮＡＡ０．１，１．０ｐｐｍ

ＩＡＡ０．１．１．０ｐｐｍ

シュート：ｌ～１．５ｃｍ

移植２年３月２７日

－－

バラの組織培養では生長.点を摘出する側芽の大きさは２～３mmが適当で、Ｂ

Ａ０．５ｐｐｍを添加した修正ＩＳ培地（１９８５）に置床するのがよい。ＩＡＡを０．１

ppm添加したＭＳ培地にシュートを移植することによって、２～３週間で７０％以
上を発根させることができる。

１シュート形成

(1)シュート形成のためには、側芽の大きさは２～３ｍｍがよい。品種としては
ミミローズ に比べ ソニア において側芽の大きさによる生育差が大
きい。

(2)植物生育調節剤の効果としては、ＢＡの０．５ppm単独添加でシュート形成
が優れる口

２発根

（１）移植後の発根促進のためには ソニア ではＮＡＡ ミミローズ で

IまＩＡＡ添加培地が優れる。

（２）発根率はいずれの品種においてもＩＡＡ添加培地が優れ、濃度は０．１ｐｐｍ
が適当である。
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Ⅳ、主要成果の具体的データ
第１表側芽の大きさ及び植物生育調節剤とシュート形成（６３年）

品種
側芽の 植物生育調節剤

夫弐式ＢＡＩＡＡ

シュート

長さ葉数形成率
褐変率

pｐｍｐｐｍｍｍ奴乃乃

Ｌ０．５４．７４．６７０２０

ソＳ０．５１０．６８．７１０００
二ＬＯさ５０．１５．４３．０５０４０

アＳ０．５０．１８．６６．０９０１０
Ｌ 0．５１．０６．４４．０５０３０

ｇ０．５１．０５．５３．０８０１０
苫 Ｌ0．５１１．０９．８６ＵＺＵ～

毒 Ｓ０．５１４．１８．０９００～

ロＬ０．５０．１１２．:リ６．６８０２０

Ｓ0．５０．１１０．４７．２９００

ズＬ０．５１．０７．０ 5．６８０１０

Ｓ０．５１．０８．１６．８９００

注）側芽の大きさＬ：４～７口国Ｓ：２～３mｍ．
培地修正ＩＳ培地（１９８５）

第２表．植物生育調節剤の種類・浪度と発根（１年）

植物生育調節剤 移植１週間後 移植２週間後
品種 種類濃度根数根長発根率．根数根長発根率

ｐｐ団Ｃ国Ｃ、本％本％

､ソＩＡＡ0．１４．０２．０、３９４．１７．６６９
二１．０３．０２．０１４３．７５．２６４

アＮＡＡ０．１２．８１．５２９５．０６．９７１
１．００．００．００６．８２．８４３

ミＩＡＡ０．１２．０１．１４０５．９１０．９９３

ミ１．０１．５１．０６５．３５．３７５
ロＮＡＡ0．１０．００．００４．８７．８８７

女 1．００．００．００３．０２．５５３

注）移植時期２年３月２７日
培地ＭＳ培地

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１バラの組織培養苗の育成技術として利用できる。

２葉が肥厚しているシュートは発根しないので移植には使用しない。

Ⅵ今後の研究上の問題点
培養苗の収量、切花品質の検討

Ⅶ資料名
l～２年度福岡県農業総合試験場園芸研究所花き花木試験成績書
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